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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日経新聞が４月26日付１面トップで
報じた公立病院の「隠れ赤字」　　

日
時　

７
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
京
都
府
長
岡
京
市

調
子
３
―
１
―
１
）　
　

定
員　

15
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
昼
食
代
一
部
負
担
有
り

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
見
学

北
河
内
地
区

日
時　

７
月
20
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス
泉
佐
野

（
南
海
本
線
「
泉
佐
野
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人

口
腔
粘
膜
疾
患
の
鑑
別
診
断
（
仮
）

泉
州
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
６
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

働
き
方
改
革
関
連
法
対
応
セ
ミ
ナ
ー

―
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
な
ど
罰
則
付
き
の
改
正
事

項
を
中
心
に
―

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

坪
田
有
史
氏
（
鶴
見
大
学
歯
学
部
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
科
接
着
を
活
用
し
た
支
台
築
造
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

―
支
台
築
造
の
基
本
か
ら
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
レ
ジ

ン
コ
ア
ま
で
―

７
月
度
生
涯
研
修

第
１
回　

７
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
訪
問
診
療
】

第
２
回　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容 

【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
歯
周

疾
患
】

第
３
回　

９
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
手
術
、
歯
冠
修
復
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人
（
※
会
員
限
定
、
ス
タ
ッ
フ
不
可
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

持
参
物　
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
１
８
年
４
月
版
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

社
保
講
習
会

法
律　

７
月
１
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

７
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

７
月
18
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

　

支
台
築
造
は
歯
質
欠
損
を

補
い
、
歯
冠
補
綴
装
置
を
装

着
す
る
た
め
の
適
正
な
支
台

歯
形
態
へ
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
臨
床

的
意
義
は
高
い
。

　

歯
冠
補
綴
を
行
っ
た
根
管

処
置
歯
の
術
後
ト
ラ
ブ
ル
の

中
で
、
築
造
体
ご
と
の
補
綴

装
置
の
脱
落
、
二
次
う
蝕
、

歯
根
破
折
が
高
い
頻
度
で
発

生
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
と
く
に
歯
根
破
折

は
、
支
台
歯
が
保
存
困
難
に

な
る
可
能
性
が
高
く
、
で
き

る
だ
け
回
避
し
た
い
ト
ラ
ブ

ル
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

レ
ジ
ン
支
台
築
造
は
、
象

　

高
プ
ロ
（
※
）
の
こ
と
を

「
時
間
で
は
な
く
成
果
で
払

う
脱
時
間
給
」
と
す
る
独
自

見
解
に
固
執
す
る
『
日
経
新

聞
』
は
、
公
立
病
院
の
経
営

を
め
ぐ
っ
て
も
不
思
議
な
報

道
が
目
立
つ
。
４
月
26
日
付

１
面
ト
ッ
プ
で
は
、「
公
立
病

院
『
隠
れ
赤
字
』
膨
張
」の
見

出
し
で
、
地
方
自
治
体
が
運

営
す
る
公
立
病
院
で
「
赤
字

拡
大
が
止
ま
ら
な
い
」
と
断

定
。
５
面
の
関
連
記
事
で
は

「
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
落
と
さ

ず
に
効
率
化
す
る
に
は
、
自

治
体
や
職
員
が
既
得
権
益
に

し
が
み
つ
く
の
を
や
め
る
必

要
が
あ
る
」と
結
論
づ
け
た
。

日
経
の
モ
ノ
サ
シ

　

記
事
で
い
う
「
赤
字
」

は
、
病
院
収
支
の
モ
ノ
サ
シ

と
し
て
一
般
的
な
経
常
収
支

で
も
医
業
収
支
（
医
療
で
あ

げ
た
収
入
か
ら
医
療
で
か
か

っ
た
費
用
を
引
い
た
も
の
）

で
も
な
く
、
救
急
医
療
確
保

や
保
健
衛
生
に
か
か
る
自
治

体
負
担
金
ま
で
医
業
収
益
か

ら
差
し
引
い
た
、
日
経
独
自

の
モ
ノ
サ
シ
だ
。「
新
し
い

モ
ノ
サ
シ
」
は
、
黒
字
病
院

を
赤
字
に
見
せ
か
け
る
手
品

の
種
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

記
事
は
、
公
立
病
院
が

「
高
コ
ス
ト
体
質
」
な
の
は

「
看
護
師
は
給
与
体
系
を
柔

軟
に
変
え
ら
れ
ず
」
と
書

き
、
兵
庫
県
川
西
市
の
市
立

川
西
病
院
の
民
間
委
託
を
例

示
す
る
。「
赤
字
経
営
の
立

て
直
し
」
の
た
め
指
定
管
理

を
入
れ
た
ケ
ー
ス
だ
が
、
同

市
は
小
児
・
周
産
期
・
救
急

な
ど
政
策
医
療
を
支
え
る
た

め
、
指
定
管
理
者
と
な
っ
た

医
療
法
人
に
指
定
管
理
料
を

払
う
。
何
の
こ
と
は
な
い
、

公
立
病
院
に
対
す
る
「
負
担

金
」
が
、
民
間
法
人
に
対
す

る
「
指
定
管
理
料
」
に
名
前

を
変
え
る
だ
け
な
の
だ
。

　

川
西
市
で
の
赤
字
削
減
の

「
秘
密
」
は
、
記
事
も
書
く

よ
う
に
、
看
護
師
の
年
収
を

平
均
１
５
３
万
円
、
率
で
３

割
近
く
下
げ
る
こ
と
に
あ
る

（
当
面
は
市
が
差
額
補

填
）。
こ
れ
で
は
、
働
き
手

へ
の
負
担
転
嫁
と
い
う
ほ
か

は
な
い
。
病
院
経
営
企
画
部

の
「
公
務
員
で
な
く
な
る
こ

と
に
抵
抗
感
は
強
い
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
３
割
も
減
給
に
な

れ
ば
生
活
が
苦
し
く
な
る
。

「
抵
抗
」
は
当
た
り
前
で
は

な
い
か
。

自
治
体
・
職
員
叩
き

　

病
院
の
経
営
難
は
官
民
問

わ
な
い
。
最
大
原
因
は
、
診

療
報
酬
が
、
国
に
よ
っ
て
過

度
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
２
０
１
８
年
の
医

療
機
関
倒
産
（
負
債
１
０
０

０
万
円
以
上
、
法
的
整
理
）

は
40
件
。
10
年
以
来
の
高
水

準
と
な
っ
た
（
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
調
べ
）。

　

記
事
は
、
社
会
保
障
の
問

題
点
を
掘
り
下
げ
解
決
策
を

探
る
調
査
報
道
「
漂
流
す
る

社
会
保
障
」
シ
リ
ー
ズ
の
一

つ
だ
が
、「
結
論
あ
り
き
の

自
治
体
、
職
員
叩
き
」
が
、

調
査
報
道
の
名
に
値
す
る
と

は
、ど
う
し
て
も
思
え
な
い
。

　

※
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
。「
高
度
の
専
門

知
識
」
を
持
つ
労
働
者
に
対

し
、
労
働
基
準
法
の
労
働
時

間
規
制
の
適
用
を
除
外
す
る

制
度
。「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制

度
と
の
批
判
が
あ
る
。

牙
質
へ
の
接
着
の
信
頼
性
が

向
上
し
て
、
そ
の
選
択
頻
度

が
高
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
フ

ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
併
用
レ
ジ

ン
支
台
築
造
（
フ
ァ
イ
バ
ー

ポ
ス
ト
コ
ア
）
は
、
主
に
歯

根
破
折
へ
の
対
策
、
な
ら
び

に
審
美
性
の
向
上
や
メ
タ
ル

フ
リ
ー
を
目
的
と
し
て
活
用

さ
れ
る
。

　

２
０
１
６
年
１
月
か
ら

「
ジ
ー
シ
ー
・
フ
ァ
イ
バ
ー

ポ
ス
ト
」
が
公
的
保
険
に
収

載
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
自
費
治

療
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
が
保
険

治
療
と
し
て
国
民
に
広
く
使

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
複
数
の
製
品

が
特
定
保
険
医
療
材
料
と
し

て
認
可
さ
れ
、
選
択
肢
が
増

え
た
。
そ
れ
ら
の
製
品
か
ら

適
切
な
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト

を
選
択
し
、
複
数
あ
る
接
着

界
面
を
理
解
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
フ
ァ
イ
バ
ー

ポ
ス
ト
の
有
効
性
を
活
用
し

た
い
。

　

今
回
、
保
険
治
療
に
お
け

る
レ
ジ
ン
支
台
築
造
の
現
在

に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方

と
保
険
治
療
に
お
け
る
フ
ァ

イ
バ
ー
ポ
ス
ト
レ
ジ
ン
コ
ア

に
つ
い
て
解
説
し
、
臨
床
例

を
交
え
て
臨
床
上
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
２
日
、
淡
路
島
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
、
37
人

が
参
加
し
た
（
写
真
）。

　

一
行
は
神
戸
市
内
の
田
崎

真
珠
本
社
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

立
ち
寄
り
、
真
珠
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
見

学
。
淡
路
島
へ
移
動
し
、
ウ

ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
で
淡
路

島
産
の
食
材
を
使
っ
た
特
別

ラ
ン
チ
を
堪
能
し

た
後
、「
奇
跡
の

星
の
植
物
館
」
を

観
覧
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

「
特
産
の
タ
マ
ネ

ギ
を
使
っ
た
料
理

や
美
し
い
景
色
に

心
が
満
た
さ
れ
ま

し
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、

好
評
だ
っ
た
。

歯
科
接
着
を
活
用
し
た

支
台
築
造
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

７ 月 度 生 涯
研修講座抄録

女性医師・歯科医師の会

淡路島ツアーで
特産料理を堪能

坪
田
有
史
（
鶴
見
大
学
歯
学
部
非
常
勤
講
師
）
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調査報道の名に値しない

論論
点点

【
応
募
条
件
】

　

演
題
発
表
者
及
び
共
同
研
究
者
は
、
会
員
ま
た
は
会
員

医
療
機
関
の
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
、
コ
・
デ
ン
タ
ル

【
応
募
基
準
】

　

① 

日
常
診
療
の
向
上
に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
る
こ
と

　

② 

日
常
診
療
を
行
う
上
で
対
応
で
き
な
い
も
の
や
疑
問

を
生
じ
さ
せ
る
内
容
で
な
い
こ
と
。

　

③ 

上
記
①
、
②
の
観
点
に
そ
っ
て
医
師
、
歯
科
医
師
の

学
問
的
、
一
般
常
識
か
ら
み
て
良
識
の
範
囲
内
に
お

さ
ま
る
内
容
で
あ
る
こ
と
。

　

④ 

会
員
の
研
究
で
あ
っ
て
も
、
内
容
が
営
業
活
動
に
通

じ
る
又
は
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
内
容
と
実
行
委
員
会

で
判
断
し
た
も
の
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
発
表
テ
ー
マ
】

　

●
第
１
分
科
会　

医
科
診
療
の
研
究
と
工
夫

　

●
第
２
分
科
会　

歯
科
診
療
の
研
究
と
工
夫

　

●
第
３
分
科
会　

在
宅
医
療
、
介
護

　

●
第
４
分
科
会　

 

医
科
歯
科
連
携
し
た
研
究
と
日
常
診

療
の
工
夫

　

●
第
５
分
科
会　

災
害
、
公
害
、
環
境
、
職
業
病

　

●
第
６
分
科
会　

医
学
史
、医
療
運
動
史
、医
療
と
裁
判

　

●
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
34
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

応
募
〆
切

６
月
末
日

演
題
募
集
要
項

10/14
開 催

分
科
会
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン


